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高効率・小形・軽量＋環境　負荷低減を実現

最大6台
 ロータリー
最大6台

 ロータリー

高揚程ポンプMax.230m（口径50mmシリーズ）
超高層ビルへ対応した新開発立形ステンレス高性能多段タービンポンプユニット。

ポンプを分解せずにメカニカルシール、軸受、
モータが交換可能な構造。

省エネロータリー制御 最大6台運転までのインバータ台数制御ロータリー運転で、
キメ細かい省エネ運転が可能。

ポンプ部独立型防振架台

メカカバータイプ
メカニカルシール二つ割スペーサ軸継手

 アキュムレータ2個（A・P除く）ステンレス製チェック弁（ポンプ個別）

 温度検出機能付流量センサー（ポンプ個別）

 ステンレス製ボール弁（ポンプ個別）

ステンレス製吐出しヘッダー

（左右どちらでも配管接続可能）

制御盤

Pumper KVFポンパーPumper KVFポンパー

メンテ性容易

安心の自動バックアップ機能

常時逃し配管

Max.6 pumps save energy rotary operation

High pressure  High performance vertical multi-stage pump

Fully back-up functions

Easier maintenance

ポンプ・インバータ故障時はも
ちろん制御基板・圧力発信器
故障時にも自動でバックアップ
運転を行い断水を極力回避

ポンプ内部水温上昇時にポン
プを停止させる温度センサー
もポンプ個別に装備

取り外しが容易

軸継手

軸受

メカニカルシール
カバー

メカニカルシール

●緊急停止回路付
●BL認定品
●減台運転なし（R6-22kWを除く）
●自家発信号入力端子付（R2機種除く）
●スルース弁付
●渇水b接点入出力
●400V品
　※吸上げ仕様についてはお問合せください。

●電極保持器
●電極棒
●フート弁（吸上用の場合）
●基礎ボルト

■特殊仕様

■特別付属品（オプション）

■標準仕様

（注）フラッシュバルブ等瞬時に大水量をご使用の場合は、別途ご相談ください。

一体設計 高力率・高調波対策
制御盤を含めた一体ユニット。
ポンプ部独立型鋼板製防振架台を標準搭載。

長寿命
インバータの冷却ファン、主・制御回路コンデ
ンサーの長寿命化を実現。

※1. 力率85.5％以上。
※2.（一社）日本電機工業会が定めた「汎用インバータ（入
　力電流20A）以下」の高調波抑制対策実施要領に適合します。

ポンプ毎にDCリアクトルを標準装備した高力
率機器※1で電気基本料金も5％割引きになる
ほか、高調波の発生も抑制しています。※2

又、サージキラー、メイン回路・制御回路兼用
の高効率ノイズフィルタ付でノイズ対策も万
全です。

 塗装部色彩
（マンセルNo.) 制御盤：ベージュ（5Y7/1）、アキュムレータ、ベース：グレー（2.5PB5.1/0.8）

フランジ形状 吸込側：JIS20K、吐出し側：JIS20K

電　　源 三相200Ｖ　50/60Hz

吸込条件 流れ込み：0～5ｍ、　
吸上げ：最大吸込全揚程（口径50mmは－5ｍ・口径65mmは－3ｍ）（20℃）（特別仕様）

ポンプ（材料） KVS形ステンレス製多段ポンプ、インぺラ：SCS13、
主軸：SUS316（接液部）、ケーシング：SCS13

モータ 同期（IPM）モータ、 全閉外扇屋内形、 極数：6極、 最大運転周波数：225Hz
効率：スーパープレミアム（IE4相当）

ポンプ部、吐出しヘッダー、バルブ類にはステ
ンレスを採用。

清潔ステンレス

インバータによる推定末端圧一定制御（吐出し圧一定も可能）制御方式

2～6台ロータリー運転方式運転方式

屋内（周囲温度0～40℃、湿度90％RH以下、標高1,000ｍ以下）設置場所

清水、0～40℃ 凍結なきこと、pH5.8～8.6揚　　液

同期モータ※採用により、モータが大
幅に小形・軽量化。誘導モータ比4ク
ラスダウン。（同期モータ22kWと誘
導モータ7.5kWが同等。）

同期モータ採用で、電気料金は従来品と比べて約5％削減の省エネを実現しました。
※18.5kW×2台運転（72戸で計算）

○同期モータ採用により、モータ効率UP。   ○大水量域でのポンプ揚水特性UP。

※同期（IPM）モータとは、回転子（ロータ）の中にコイ
　ルではなく、永久磁石を埋め込んだ新しい交流モータ
　です。近年永久磁石の性能が飛躍的に向上したこと
　から実用化が進んだ新世代のモータで、小形、軽量、
　高効率、ハイパワーが特長です。特にその省エネ効果
　が評価されています。

省エネ

揚水性能UP
IPM（Internal Permanent Magnet：埋め込み磁気形同期モータ）

小形・軽量

KVF2-50
（同期モータ）

質量比

KVF2-50
（同期モータ）

容積比

従来品とのモータ単体比較 従来品とのユニット比較

KVF50（誘導モータ）

100％
KVF50（誘導モータ）

100％

誘導モータと同期モータ比較

質量比

※3台ロータリー吸込口径50、18.5kW品比較

KVF50（誘導モータ）

100％

KVF2-50（同期モータ）
67％ 55％67％ 55％

79％79％

ＣＯ2削減

効率ＵＰ

7.5ｋＷ 11ｋＷ 15ｋＷ 18.5ｋＷ 22ｋＷ

誘導
モータ

同期
モータ

小形化

モータサイズ比較
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適用図・
仕様表の見方

1.全揚程は、ポンプ性能よりチェック弁（ショックレスバルブ）等の損失を差し引いた値です。

2.設定揚程を変更される場合には、設定揚程調整範囲内でご使用ください。
　始動圧力は、推定末端圧－4mに自動設定されます。

3.吸込条件が、流込み0～5ｍの範囲内でご使用ください。
　設定揚程による最大吐出量は、吸込条件により異なります。

ポンプ停止
流量 最大設定揚程における吐出量

吐出量

最低設定揚程における吐出量

全
揚
程

調整範囲
この間で設定揚程を
変更することができます。

1.ポンプ停止中に水が使用され、圧力がＰ3まで下がると始動します。
2.使用水量がQ1～Q21以上の間では、推定末端圧一定で給水を続けます。

5.使用水量がQ22以上に増加しますと、2台目のポンプが増台され、2台運転となります。
　さらに使用水量が増加してQ32・Q42となる毎にポンプが増大され、3台～4台運転になります。

3.使用水量がQ1以下になりますと、ポンプは停止します。
4.使用水量がQ22未満の場合は、ロータリー運転を繰り返します。

6.4台運転状態で使用水量がQ41以下になりますと、圧力検知によりポンプが減台され、3台
　運転になります。さらに使用水量が減少してQ31・Q21以下になる毎にポンプが減台され、
　2台、1台運転になります。
7.使用水量がQ1以下になりますと、ポンプは停止します。

ロータリー動作説明〈4台ロータリーの場合〉

吐出量Q1 Q21 Q22 Q31 Q32 Q41 Q42

全
揚
程

0

※破線は吐出圧
　一定運転の
　場合です

P1
P2
P3

P1:設定揚程
P2推定末端圧揚程
P3:始動揚程
     （P2-0.04MPa）
Q1:停止流量（0.01㎥/min）
Q21･Q22:
2台目ポンプの増減台流量
Q31･Q32:
3台目ポンプの増減台流量
Q41･Q42:
4台目ポンプの増減台流量
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適用図・仕様表吸込口径50mm 適用図・仕様表吸込口径65mm
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寸法図　実施計画に際しては納入仕様書をご請求ください。吸込口径50mm



寸法図　実施計画に際しては納入仕様書をご請求ください。吸込口径50mm 寸法図　実施計画に際しては納入仕様書をご請求ください。吸込口径65mm

87
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寸法図　実施計画に際しては納入仕様書をご請求ください。吸込口径65mm
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INV表示（個別）

操作表示部

制御盤表示

リセットスイッチ

運転モード切替スイッチ

運転表示
（赤）

運転表示
（赤）

満・減・渇水表示
（橙）

Ｎｏ．２ 

Ｎｏ．１ 

自動 

閉 

開 

並列 

交互 

単独 

流入電動弁・受水槽切換スイッチ 

短絡線 

ＳＶ１ 

MVS MV
１１ 

MVMV
２２ 

開 

２１ １２ R MV
０ 

閉 開 閉 

ＳＶ２ 

共通 

～ 

単相 
ＡＣ２００Ｖ 

しゃ断器 ※　　　　

＞2－図＜

短絡線 

ＭＶ１ 

MVS MV
１１ 

MVMV
２２ 

開 

２１ １２ R MV
０ 

～ 

閉 開 閉 

ＭＶ２ 

共通 

単相 
ＡＣ２００Ｖ 

　　　　※し  器断ゃ

＞1－図＜

（1） 展開接続図を参照して、受水槽の結線を行ってください。なお、一槽式で使用する場合は、No.1用の回路を使用してください。
（2） AC200V用流入電動弁使用時の結線方法は＜図－1＞をご参照ください。
（3） AC200V用流入電磁弁（通電開）使用時の結線方法は＜図－2＞をご参照ください。通電閉の流入電磁弁の場合は、電磁弁を閉－共通間で結線

してください。
（4） 流入電動弁回路用リレーの接点容量は、250Ｖ－0.8Aです。上記接点容量を超える場合は、一度リレー受けしてご使用ください。
（5） 流入電動弁・流入電磁弁の開閉選択は、操作表示部のセレクトスイッチにより行います。通常は「自動」にしてください。液面水位により自

動的に開閉します。
（6） 二槽式受水槽の選択は、操作表示部のセレクトスイッチにより行います。通常は「No.1」にしてください。

●流入電動弁・流入電磁弁の結線方法

制御盤
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パックアップNo.①…インバータ故障時
故障インバータ（ポンプ）を飛び越して、残りのインバータ（ポンプ）でロータリー運転し、給水を継続します。

パックアップNo.②…圧力低下時
故障ポンプ（インバータ）を飛び越して、残りのポンプ（インバータ）でロータリー運転し、給水を継続します。

パックアップNo.③…圧力発信器故障時
インバータによる定速運転＋ポンプ個別流量センサーによりバックアップ運転を行い、給水を継続します。

パックアップNo.④…制御基板故障時
故障の制御基板（インバー夕、ポンプ）を飛び越して、残りの制御基板（インバー夕、ポンプ）でパックアッ
プ運転を行い、給水を継続します。

1.搬入・据付け
（1） ポンプは周囲温度40℃、湿度90%RH、標高1000mを越

えない場所に設置してください。
（2） メンテナンススペースを、制御盤前面に800mm以上設けてく

ださい。

2.配管施工（特に注意して頂きたいこと）
（1） ユニットには、常時逃がし配管（Rc1）が設けられています。温度上昇防止のため、水道事業体の指導に従い、受水槽への戻し配

管または捨て水配管を必ず施工してください。なおポンプごとに設けられているボール弁は必ず聞けてください。

※1 400Vの場合は、別途
 電源を準備ください

※2

※1

※3

※2 ※3

■バックアップ機能について
　KVF2形は極力断水を回避し、給水を継続する為、下記のバックアップ機能を採用しています。

●内容
　ポンプ、インバータ、制御基板に万一不具合が発生した場合に、正常な機器を自動的に選択し、運転を継続します。

●バックアップ機器
　・インバータ（ポンプ毎）（3～最大6台）
　・制御基板（マイコン）2～4基
　　　各制御基板にポンプ運転ソフトを搭載。
　　　1つの制御基板で最大ポンプ2台を制御します。

●機器構成（6台ロータリー運転の場合）
　・下図で制御基板3に不具合が生じた場合、
　　制御基板1、2、4で運転を継続。（　　　部で相互通信）
　　最大4/6（67％）で給水を行い、断水を回避します。

●バックアップ内容

■施工方法

制御盤
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